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を中心とした祈りの造形美をご鑑賞下さい。
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」

参
禅
学
道
の
場

高
島
藩
初
代
藩
主
諏
訪
頼
水
の
開

基
で
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
、
頼
水

が
上
州
在
封
の
と
き
に
参
禅
し
た
曹

洞
宗
白
井
隻
林
寺
の
十
三
世
大
通
閑

徹
を
招
聴
し
て
開
山
と
し
た
。
本
尊
は

永
明
寺
破

却
の
際
、
救

出
さ
れ
た

由
緒
あ
る

迦
如
来

（伝運慶・

湛
慶
作
）
と

伝
わ
る
。頼

水
は

頼
岳
寺
を
諏
訪
氏
の
新
し
い
菩
提
寺

と
改
め
、
父
永
明
寺
殿
と
母
理
昌
院
殿

の
墓
を
永
明
寺
墓
地
か
ら
移
し
て
廟

所
と
し
た
。
廟
所
は
平
成
二
十
九
年

二
月
九
日
、
国
の
文
化
財
と
し
て
史

跡
指
定
さ
れ
た
。

開
山
以
来
、
歴
代
藩
主
の
尊
崇
を

受
け
、
明
治
の
廃
藩
以
後
は

旧
藩
主
忠
誠
か
ら
の
寄
進

が
あ
っ
た
。

ま
た
、
寛
文
五
年
（
一
六
六

五
）
、
幕
府
の
宗
門
改
め
開
始

以
来
、
そ
の
檀
信
徒
は
郡
内

各
地
に
広
が
り
、
末
寺
は
都

内
に
十
四
ケ
寺
を
数
え
て
い

る
。
古
く
は
修
行
寺
と
し
て

常
に
数
十
名
の
雲
水
が
修

行
し
て
い
た
が
、
現
今
は
「
賓
湖
禅
林
」

の
額
を
掲
げ
て
一
般
に
も
閲
放
さ
れ
る

参
禅
学
道
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

年
間
行
事

◎
節
分
会
豆
ま
き

毎
年
二
月
の
第
一
月
曜
日

◎
花
祭
り
大
般
若
会

毎
年
五
月
十
日

◎
大
施
食
会

毎
年
八
月
一
日

肯
心
塾
▼
毎
月
四
日
午
後
五
時
か
ら

坐
禅
会
▼
毎
月
古
か
ら
五
日
瀾
・

（
十
二
～
二
月
は
除
く
）

永
代
供
養
納
骨
堂
分
譲
中

■
お
墓
参
り
が
出
来
な
い
人
に
代
わ
っ

て
、
あ
る
い
は
お
墓
参
り
し
て
く
れ
る

人
が
い
な
く
て
も
、
お
寺
が
代
わ
り
に

責
任
以
て
永
代
に
わ
た
り
供
養
と
管
理

を
す
る
納
骨
堂
で
す
。

高
野
山
真
言
宗

自
岩
山
惣
持
院

き
心
の
癒
し
を
求
め
て

億
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備
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－
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T
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四
九

お
す
な
ふ
み

四
国
八
十
八
カ
所
遍
路
御
砂
踏
霊
場
の
寺
－

諏
訪
三
十
三
カ
所
観
音
霊
場
第
十
三
番

本
寺
を
真
言
宗
談
林
仏
法
紹
隆
寺
と
す

る
白
岩
山
惣
持
院
の
開
剣
は
寛
正
三
年

（
一
四
六
二
）
と
古
く
、
村
の
寺
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
た
。
旧
本
堂
・
庫
裡
は
安
永
七

年
二
七
七
八
）
に
焼
失
し
た
た
め
、
寛
政

十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
玉
川
中
沢
村
の
民

家
を
移
築
し
て
寺
院
と
し
て
い
た
。

爾
来
二
百
年
余
の
星
霜
を
経
て
老
朽
化

が
進
ん
だ
こ
と
に
加
え
、
生
活
様
式
の
変

遷
に
伴
い
仏
事
法
要
葬
儀
そ
の
他
集
会
等

を
行
う
に
つ
い
て
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
地
域
の
人
々
の
協
力
を
得
な
が

ら
寺
桂
が
結
集
し
て
、
昭
和
五
十
年
檀
家

組
織
結
成
以
来
の
心
願
で
あ
っ
た
、
茅
野

市
の
玄
関
口
に
相
應
し
い
荘
厳
の
道
場
が

竣
工
し
、
平
成
十
四
年
六
月
二
十
三
日
を

卜
し
盛
大
な
落
慶
法
要
が
営
ま
れ
た
。

弘
港
大
師
空
海
が
開
い
た
四
国
八
十
八

カ
所
霊
場
の
移
し
霊
場
と
し
て
諏
訪
に
八

十
八
カ
所
霊
場
が
開
か
れ
た
の
は
、
文
政

年
間
（
二
八
二
〇
年
代
）
と
さ
れ
る
、
惣
持

院
は
諏
訪
霊
場
の
第
六
十
八
番
札
所
。

囲
み
に
先
住
は
昭
和
二
十
九
年
入
山
以

来
白
岩
観
音
守
護
に
勤
め
、
尊
い
結
線
に

依
り
彫
刻
の
名
手
と
う
た
わ
れ
た
立
川
流

一
門
代
々
の
作
品
を
メ
イ
ン
に
郷
土
の
芸

術
家
（
清
水
多
嘉
季
矢
崎
虎
夫
）
の
作
品

を
蒐
熟
し
、
新
装
な
っ
た
本
堂
の
一
隅
に

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
宝
珠
閣
」
を
開
設
し
て
学

び
、
癒
し
、
楽
し
み
の
場
と
し
て
一
般
に
公

開
し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
同
寺
へ
。


